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Fe2+:ZnSe過飽和吸収体を用いた受動 Qスイッチ中赤外ファイバーレーザー 

A passively Q-switched mid-infrared fiber laser using Fe2+:ZnSe saturable absorber 
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 3.0 μm付近の波長帯の光は水分子による吸収が極めて高いことから、この波長帯の高出力な短

パルスファイバーレーザーは産業や医療をはじめとする様々な分野への応用が期待される。これ

までに、半導体膜(SESAM)、グラフェン、Fe2+:ZnSe を過飽和吸収体として用いた 3.0 μm帯ファイ

バーレーザーの受動 Q スイッチパルス発振の報告がある[1-3]。本研究では、熱損傷閾値の高い

Fe2+:ZnSeに着目し、高パルスエネルギー化と高平均出力化を目的として受動 Q スイッチファイバ

ーレーザーの開発を行っている。 

 ファイバーレーザー発振器の概略図を Fig.1 に示す。レーザー媒質としてコア直径 19 μm、第一

クラッド直径 180 μm （D型)、ErF3ドープ濃度 6 mol%、ファイバー長 1 mの Er:ZBLAN ファイバ

ーを使用し、これを波長 978 nmの LD で励起した。共振器は垂直研磨されたファイバー端面のフ

レネル反射と銀ミラーにより構成される。この共振器内に Fe2+:ZnSeを挿入し、Q スイッチ発振さ

せた。出力光の時間波形を InAs 検出器とオシロスコープで測定したところ、Fig.2 のようなパル

ス列が得られた。励起入力 7.5 Wにおいて、平均出力 0.57 W、パルス幅 324 ns、 パルスエネルギ

ー4.9 μJ、繰り返し周波数は 116.3 kHzのパルスを得た。本実験では使用した励起光源の最大出力

によりレーザー出力が制限されたが、より高出力な励起光源を用いることにより高出力化が図れ

ることが期待される。 

 

Fig.1 Experimental set up of Er:ZBLAN fiber laser 

Q-switched by Fe2+:ZnSe crystal. 

Fig.2 Pulse train from the passively Q-switched 

Er:ZBLAN fiber laser. 
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